
(57)【要約】

【課題】油圧アクチュエータの圧油供給源となる油圧ポ

ンプを備えた油圧回路において、油圧ポンプの故障を予

測できるようにして、油圧ポンプが故障したときの不具

合を未然に防ぐ。

【解決手段】油圧ポンプ１０、１１のケース内圧力が予

め設定される許容圧力を越えて上昇したときに、油圧ポ

ンプ１０、１１から油圧アクチュエータに供給される圧

油を油タンク２に逃がすアンロード弁２２、２３を設け

て油圧アクチュエータへの供給圧力を低減させ、これを

オペレータが認識することで油圧ポンプの故障を予測で

きるようにした。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ の 圧 油 供 給 源 と な る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回 路 に お い て 、 該 油 圧 回
路 に 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 予 め 設 定 さ れ る 許 容 圧 力 を 越 え て 上 昇 し た と き に 、 油
圧 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 供 給 圧 力 を 低 減 せ し め る べ く 作 動 す る 圧 力 低 減 手 段 を 設 け た こ と を
特 徴 と す る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 圧 力 低 減 手 段 は 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え た と き
に 、 油 圧 ポ ン プ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ に 供 給 さ れ る 圧 油 の 全 部 ま た は 一 部 を 油 タ ン ク に
逃 が す ア ン ロ ー ド 弁 ま た は リ リ ー フ 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回
路 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 乃 至 ２ に お い て 、 圧 力 低 減 手 段 を 非 作 動 状 態 に す る こ と が で き る 操 作 手 段 を 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ に お い て 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え た と き に 、 油 圧 ポ
ン プ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ に 供 給 さ れ る 圧 油 を 濾 過 す る フ ィ ル タ ー を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ に お い て 、 一 つ の ケ ー ス に 複 数 の 油 圧 ポ ン プ を ケ ー ス 内 圧 力 が 個 別 と な る
よ う 仕 切 ら れ た 状 態 で 組 込 む 一 方 、 圧 力 低 減 手 段 は 、 各 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 予 め
設 定 さ れ る 許 容 圧 力 を 越 え て 上 昇 し た と き に 、 対 応 す る 油 圧 ポ ン プ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー
タ へ の 供 給 圧 力 を 低 減 せ し め る べ く 作 動 す る こ と を 特 徴 と す る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回
路 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 ５ に お い て 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え て 上 昇 し た こ と を
報 知 す る 報 知 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 油 圧 ポ ン プ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ の 油 圧 供 給 源 と な る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回 路 の 技 術 分
野 に 属 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 油 圧 モ ー タ や 油 圧 シ リ ン ダ 等 の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え た 機 械 に は 、 該 油 圧 ア
ク チ ュ エ ー タ の 圧 油 供 給 源 と な る 油 圧 ポ ン プ が 搭 載 さ れ る が 、 例 え ば 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の 建
設 機 械 で は 、 油 圧 ポ ン プ と し て 、 可 変 容 量 式 の ピ ス ト ン ポ ン プ が 汎 用 的 に 用 い ら れ て い る
。
と こ ろ で 、 油 圧 ポ ン プ は 、 使 用 に 伴 い 摩 耗 し て 運 転 効 率 が 低 下 し て い く こ と に な る が 、 特
に 、 前 述 し た ピ ス ト ン ポ ン プ は 、 摩 耗 が 進 む と シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク 等 の 回 転 体 の バ ラ ン ス が
失 わ れ て 急 速 に 故 障 し て し ま う 惧 れ が あ る 。 こ の 様 に 油 圧 ポ ン プ が 故 障 し て し ま う と 、 油
圧 ア ク チ ュ エ ー タ を 作 動 さ せ る こ と が で き な く な る 許 り か 、 故 障 し た 油 圧 ポ ン プ か ら 生 じ
る 摩 耗 粉 や 欠 損 片 が 作 動 油 を 汚 染 し て 、 他 の 油 圧 ポ ン プ や 油 圧 モ ー タ 、 バ ル ブ 等 の 故 障 の
原 因 と な る 。
そ こ で 、 油 圧 ポ ン プ の 故 障 を 診 断 す る 技 術 と し て 、 従 来 、 油 圧 ポ ン プ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ
ー タ へ の 圧 油 供 給 を 停 止 し た 状 態 で 、 故 障 診 断 用 の 油 圧 駆 動 装 置 に よ り 油 圧 ポ ン プ を 駆 動
さ せ 、 こ の と き の 油 圧 ポ ン プ の 吐 出 流 量 を 圧 力 セ ン サ の 検 出 値 か ら 求 め る こ と で 故 障 診 断
を 行 う よ う に し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
ま た 、 油 圧 ポ ン プ を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ を 通 常 制 御 モ ー ド と 故 障 診 断 モ ー ド と に 切 換 可
能 に 構 成 し 、 故 障 診 断 モ ー ド 時 に お け る ポ ン プ 吐 出 圧 を 圧 力 セ ン サ で 検 出 す る こ と で 故 障
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診 断 を 行 う よ う に 構 成 し た も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ ） 。
さ ら に 、 油 圧 ポ ン プ の 吐 出 流 量 を 測 定 す る 流 量 セ ン サ を 設 け る 一 方 、 該 測 定 さ れ た 流 量 と
コ ン ト ロ ー ラ で 演 算 さ れ る 理 論 上 の 流 量 と を 比 較 す る こ と で 油 圧 ポ ン プ の 故 障 を 監 視 す る
よ う に 構 成 し た 装 置 も 提 唱 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ５ ４ ３ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ ０ － ５ ４ ３ ７ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ ６ ０ １ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ １ ３ ８ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か る に 、 前 記 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ の も の は 、 油 圧 ポ ン プ の 故 障 診 断 に 際 し 、 油
圧 ア ク チ ュ エ ー タ を 停 止 さ せ た 状 態 で 故 障 診 断 用 の 油 圧 駆 動 装 置 を 操 作 す る と い う 特 別 の
作 業 が 必 要 で あ っ て 、 煩 わ し く 、 故 障 診 断 の 実 施 を 怠 っ て し ま い が ち で あ る と い う 問 題 が
あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ の も の に お い て も 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ を 停 止 さ せ た 状 態 で 故 障
診 断 モ ー ド に 切 換 え る 必 要 が あ る た め 、 故 障 診 断 に 時 間 が 割 か れ る こ と に な り 、 同 様 の 問
題 を 有 す る 。 こ れ に 対 し 、 特 許 文 献 ４ の も の は 、 機 械 の 稼 動 時 に 自 動 的 に 故 障 診 断 を 行 う
も の で あ る か ら 前 述 し た よ う な 問 題 は な い が 、 コ ン ト ロ ー ラ に よ る 複 雑 な 制 御 が 必 要 で あ
っ て 、 特 別 な ソ フ ト を 必 要 と す る と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 こ れ ら 特 許 文 献 の も の は 、
何 れ も 故 障 診 断 の た め に 圧 力 セ ン サ 、 流 量 セ ン サ 等 の 専 用 の セ ン サ が 必 要 で あ っ て 、 コ ス
ト ア ッ プ の 要 因 に な る と い う 問 題 が あ り 、 こ こ に 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 の 如 き 実 情 に 鑑 み 、 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し て 創 作 さ れ た
も の で あ っ て 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ の 圧 油 供 給 源 と な る 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 油 圧 回 路 に お
い て 、 該 油 圧 回 路 に 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 予 め 設 定 さ れ る 許 容 圧 力 を 越 え て 上 昇
し た と き に 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 供 給 圧 力 を 低 減 せ し め る べ く 作 動 す る 圧 力 低 減 手 段
を 設 け た も の で あ る 。
そ し て 、 こ の 様 に す る こ と に よ り 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え て 上 昇 す
る と 、 油 圧 ポ ン プ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 供 給 圧 力 が 低 減 し 、 こ れ を オ ペ レ ー タ が 認
識 す る こ と に よ り 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 上 昇 し た 時 点 で 油 圧 ポ ン プ の 故 障 を 予 測 す る こ と が で
き る 。
こ の も の に お い て 、 圧 力 低 減 手 段 は 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え た と き
に 、 油 圧 ポ ン プ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ に 供 給 さ れ る 圧 油 の 全 部 ま た は 一 部 を 油 タ ン ク に
逃 が す ア ン ロ ー ド 弁 ま た は リ リ ー フ 弁 を 用 い て 構 成 す る こ と が で き る 。
ま た 、 圧 力 低 減 手 段 を 非 作 動 状 態 に す る こ と が で き る 操 作 手 段 を 設 け る こ と に よ り 、 油 圧
ポ ン プ の 故 障 が 予 測 さ れ た 後 、 臨 時 的 に 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ を 作 動 さ せ た い 場 合 等 に 便 利
で あ る 。
さ ら に 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え た と き に 、 油 圧 ポ ン プ か ら 油 圧 ア ク
チ ュ エ ー タ に 供 給 さ れ る 圧 油 を 濾 過 す る フ ィ ル タ ー を 設 け る こ と に よ り 、 油 圧 ポ ン プ の 故
障 予 測 が な さ れ た 後 の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 圧 油 供 給 で あ っ て も 、 配 管 や バ ル ブ 、 油 圧
ア ク チ ュ エ ー タ に 対 す る 悪 影 響 を 回 避 で き る 。
ま た さ ら に 、 一 つ の ケ ー ス に 複 数 の 油 圧 ポ ン プ を ケ ー ス 内 圧 力 が 個 別 と な る よ う 仕 切 ら れ
た 状 態 で 組 込 む 一 方 、 圧 力 低 減 手 段 は 、 各 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 予 め 設 定 さ れ る 許
容 圧 力 を 越 え て 上 昇 し た と き に 、 対 応 す る 油 圧 ポ ン プ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 供 給 圧
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力 を 低 減 せ し め る べ く 作 動 す る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 一 つ の ケ ー ス に 組 込 ま れ る 複
数 の 油 圧 ポ ン プ の 故 障 予 測 を 個 別 に 行 う こ と が で き る 。
さ ら に こ れ ら の も の に お い て 、 油 圧 ポ ン プ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え て 上 昇 し た こ
と を 報 知 す る 報 知 手 段 を 設 け る こ と に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 油 圧 ポ ン プ の 故 障 予 測 を よ り
確 実 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ 、 図 ２ に 、 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 図 を 示 す が 、 こ れ ら 油 圧 回 路 図 に お い て 、 １ は 油 圧 ポ
ン プ 装 置 、 ２ は 油 タ ン ク 、 ３ は 油 圧 モ ー タ や 油 圧 シ リ ン ダ 等 の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ 、 ４ は
各 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 対 す る 圧 油 供 給 排 出 制 御 を そ れ ぞ れ 行 う コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ 、
５ は コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ 作 動 用 の パ イ ロ ッ ト 圧 を 出 力 す る パ イ ロ ッ ト バ ル ブ （ 該 パ イ ロ
ッ ト バ ル ブ ５ は 各 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ る が 、 図 面 で は 一 つ
だ け を 示 し 、 他 は 省 略 し て あ る ） で あ っ て 、 該 パ イ ロ ッ ト バ ル ブ ５ は 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー
タ 用 の 操 作 具 ６ が 操 作 さ れ る こ と に 伴 い 、 該 操 作 具 ６ の 操 作 量 に 対 応 す る 圧 力 の パ イ ロ ッ
ト 圧 を コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ に 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 図 １ の ▲ １ ▼ 、 ▲ ２
▼ 、 ▲ ３ ▼ 、 ▲ ４ ▼ 、 ▲ ５ ▼ は 、 図 ２ の ▲ １ ▼ 、 ▲ ２ ▼ 、 ▲ ３ ▼ 、 ▲ ４ ▼ 、 ▲ ５ ▼ に そ れ
ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ は 、 パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ４ ａ 、 ４ ｂ に パ イ ロ ッ ト 圧 が 供 給 さ れ て
い な い 状 態 で は 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ へ の 圧 油 供 給 排 出 用 弁 路 ４ ｃ を 閉 じ る 中 立 位 置 Ｎ
に 位 置 し て い る が 、 パ イ ロ ッ ト バ ル ブ ５ か ら の パ イ ロ ッ ト 圧 が パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ４ ａ ま た
は ４ ｂ に 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 圧 油 供 給 排 出 用 弁 路 ４ ｃ を 開 く 作 動 位 置 Ｘ ま た は Ｙ に 切
換 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 圧 油 供 給 排 出 用 弁 路 ４ ｃ の 開 度 量 は 、 供 給 さ れ る
パ イ ロ ッ ト 圧 の 圧 力 に 対 応 し て 増 減 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 而 し て 油 圧 ア ク チ ュ エ ー
タ ３ は 、 操 作 具 ６ の 操 作 量 に 対 応 し た 圧 油 供 給 排 出 制 御 が な さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ は コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ユ ニ ッ ト ７ に 組 み 込 ま れ て い る が
、 該 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ユ ニ ッ ト ７ に は 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ の 他 に 、 第 一 、 第 二 ネ ガ
テ ィ ブ コ ン ト ロ ー ル リ リ ー フ 弁 ８ 、 ９ や 図 示 し な い リ リ ー フ 弁 等 の 複 数 の バ ル ブ が 組 み 込
ま れ て い る と 共 に 、 後 述 す る 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ に 接 続 さ れ る 第 一 、 第 二 ポ
ン プ ポ ー ト １ ２ 、 １ ３ 、 油 タ ン ク ２ に 接 続 さ れ る タ ン ク ポ ー ト １ ４ 、 各 油 圧 ア ク チ ュ エ ー
タ ３ に 接 続 さ れ る 出 入 力 ポ ー ト １ ５ 等 の 複 数 の ポ ー ト が 形 成 さ れ 、 さ ら に 、 第 一 、 第 二 ポ
ン プ ポ ー ト １ ２ 、 １ ３ か ら の 供 給 圧 油 を コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ の 圧 油 供 給 排 出 用 弁 路 ４ ｃ
を 介 し て 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 供 給 す る 第 一 、 第 二 ポ ン プ 油 路 Ａ 、 Ｂ 、 油 圧 ア ク チ ュ エ
ー タ ３ か ら の 排 出 油 を 圧 油 供 給 排 出 用 弁 路 ４ ｃ を 介 し て タ ン ク ポ ー ト １ ４ に 流 す タ ン ク 油
路 Ｃ 、 第 一 、 第 二 ポ ン プ ポ ー ト １ ２ 、 １ ３ か ら の 供 給 圧 油 を 各 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ に 形
成 さ れ る セ ン タ バ イ パ ス 用 弁 路 ４ ｄ お よ び 第 一 、 第 二 ネ ガ テ ィ ブ コ ン ト ロ ー ル リ リ ー フ 弁
８ 、 ９ を 経 由 し て タ ン ク ポ ー ト １ ４ に 流 す 第 一 、 第 二 セ ン タ バ イ パ ス 油 路 Ｄ 、 Ｅ 等 の 複 数
の 油 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 油 圧 ポ ン プ 装 置 １ は 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ 、 パ イ ロ
ッ ト ポ ン プ １ ６ 、 第 一 、 第 二 レ ギ ュ レ ー タ １ ７ 、 １ ８ 、 電 磁 比 例 減 圧 弁 １ ９ 等 を 備 え て 構
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ は 、 可 変 容 量 型 の 斜 板 式 ア キ シ ャ ル ピ ス ト ン ポ ン プ
で あ っ て 、 こ れ ら 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ は 、 図 示 し な い ケ ー ス （ ハ ウ ジ ン グ ） 内 に ケ ー ス
内 圧 力 を 共 有 す る よ う 連 通 状 態 で 内 装 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、
１ １ の 吐 出 量 制 御 は 第 一 、 第 二 レ ギ ュ レ ー タ １ ７ 、 １ ８ に よ っ て な さ れ る が 、 こ れ ら 第 一
、 第 二 レ ギ ュ レ ー タ １ ７ 、 １ ８ は 、 第 一 制 御 信 号 入 力 ポ ー ト １ ７ ａ 、 １ ８ ａ に 入 力 さ れ る
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第 一 お よ び 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 吐 出 圧 の 平 均 圧 力 、 第 二 制 御 信 号 入 力 ポ ー ト １ ７
ｂ 、 １ ７ ｂ に 入 力 さ れ る 電 磁 比 例 減 圧 弁 １ ９ か ら の 供 給 圧 力 、 お よ び 第 三 制 御 信 号 入 力 ポ
ー ト １ ７ ｃ 、 １ ８ ｃ に 入 力 さ れ る ネ ガ テ ィ ブ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 基 づ い て 、 第 一 、 第 二 油
圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 吐 出 量 制 御 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 吐 出 圧 油 は 、 油 圧 ポ ン プ 装 置 １ に 形 成 さ れ る 第 一
、 第 二 吐 出 ポ ー ト ２ ０ 、 ２ １ か ら 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ を 経 由 し て 前 記 コ ン ト ロ
ー ル バ ル ブ ユ ニ ッ ト ７ の 第 一 、 第 二 ポ ン プ ポ ー ト １ ２ 、 １ ３ に 至 り 、 さ ら に コ ン ト ロ ー ル
バ ル ブ ユ ニ ッ ト ７ 内 の 第 一 、 第 二 ポ ン プ 油 路 Ａ 、 Ｂ 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ を 経 由 し て 各
油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 供 給 さ れ る が 、 上 記 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ の 中 途 部 に は
、 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 尚 、 図 ２ 中 、 ２ ４ 、 ２ ５ は 上 記
第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ に 接 続 さ れ る 第 一 、 第 二 メ イ ン リ リ ー フ 弁 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ は 、 パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ に 入 力 さ れ
る 圧 力 に 基 づ い て 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ の 油 を ア ン ロ ー ド 状 態 で 油 タ ン ク ２ に 流
す べ く 動 作 す る も の で あ る が 、 上 記 パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ は 、 第 一 、 第 二 油 圧
ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の ケ ー ス 内 の 油 を 油 タ ン ク ２ に 流 す た め の ド レ ン 油 路 Ｈ に 接 続 さ れ て お
り 、 こ れ に よ り 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ の パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ に
は 、 ケ ー ス 内 の 圧 力 が 導 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 前 記 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ は 、 パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ に
入 力 さ れ る ケ ー ス 内 圧 力 が 予 め 設 定 さ れ る 許 容 圧 力 以 下 の 場 合 に は 、 第 一 、 第 二 圧 油 供 給
油 路 Ｆ 、 Ｇ の 油 を 油 タ ン ク ２ に 流 さ な い 非 作 動 状 態 に な っ て い る が 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 前 記
許 容 圧 力 を 越 え る と 、 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ の 油 を ア ン ロ ー ド 状 態 で 油 タ ン ク ２
に 流 す 作 動 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 前 記 許 容 圧 力 は 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ が 正 常 に 作 動 し て い る と き の
ケ ー ス 内 の 圧 力 と し て 予 め 設 定 さ れ る も の で あ っ て 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の
摩 耗 等 が 進 展 し て 故 障 の 可 能 性 が 高 く な る と 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ が 故 障 に
至 っ て 使 用 で き な く な る 前 の 段 階 で 、 ま ず ケ ー ス 内 の 圧 力 が 上 昇 し て 前 記 許 容 圧 力 を 越 え
る 。 こ の た め 、 前 述 し た ケ ー ス 内 圧 力 の 上 昇 に 基 づ く 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３
の 動 作 は 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ が 故 障 に 至 る 前 の 段 階 、 つ ま り 故 障 が 予 測 さ
れ る 段 階 で な さ れ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 前 記 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ が 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ の 油 を
ア ン ロ ー ド 状 態 で 油 タ ン ク ２ に 流 す 作 動 状 態 に な っ て い る と き に は 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ
３ を 作 動 さ せ る べ く 操 作 具 ６ を 操 作 し て も 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ か ら 油 圧 ア
ク チ ュ エ ー タ ３ へ の 圧 油 供 給 が な さ れ ず 、 こ れ に よ り オ ペ レ ー タ は 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 上 昇
し て い る 、 つ ま り 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 の 可 能 性 が 高 い こ と を 、 故 障 に
至 る 前 の 段 階 で 予 測 で き る よ う に な っ て い る 。
尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ は 一 つ の ケ ー ス 内 に ケ ー ス 内 圧
力 を 共 有 す る よ う 連 通 状 態 で 組 込 ま れ て い る た め 、 ど ち ら か 一 方 の 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １
の 故 障 予 測 が な さ れ て も 両 方 の ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ が 作 動 状 態 に な る 構 成 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
叙 述 の 如 く 構 成 さ れ た も の に お い て 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 摩 耗 が 進 ん だ り
等 し て 故 障 す る 可 能 性 が 高 く な る と ケ ー ス 内 圧 力 が 上 昇 す る が 、 該 ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧
力 を 越 え る と 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ が 作 動 状 態 に な っ て 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ
ン プ １ ０ 、 １ １ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 供 給 さ れ る 圧 油 を 油 タ ン ク ２ に 逃 が す こ と に
な る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ が 操 作 具 ６ を 操 作 し て も 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ へ の 圧 油 供
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給 が な さ れ ず 、 而 し て オ ペ レ ー タ は 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 の 可 能 性 が
高 い こ と を 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え た 時 点 、 つ ま り 故 障 に 至 る 前 の 段 階 で 予 測 で
き る こ と に な る 。
こ の 結 果 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 を 予 測 し て 修 理 し た り 交 換 し た り で き る こ と に な
っ て 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ が 故 障 し て 全 く 作 動 し な く な っ て し ま っ た り 、 あ る い は 摩 耗
粉 や 欠 損 片 が 作 動 油 を 汚 染 し て 他 の 油 圧 ポ ン プ や 油 圧 モ ー タ 、 バ ル ブ 等 の 故 障 の 原 因 と な
っ て し ま う よ う な 不 具 合 の 発 生 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し か も こ の も の に お い て 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 を 予 測 す る に あ た り 、 ケ ー ス 内 の
圧 力 上 昇 に 基 づ い て ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ を 作 動 せ し め る だ け の 簡 単 な 構 成 で あ る か ら
、 既 存 の 回 路 を 僅 か に 変 更 す る だ け で 実 施 す る こ と が で き 、 ま た 高 価 な セ ン サ も 不 要 で あ
っ て 、 低 コ ス ト 化 に 寄 与 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 こ の も の に お い て 、 ケ ー ス 内 圧 力 の 上 昇 に 基 づ い て ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ が 動 作
し た 場 合 に は 、 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ を 経 由 し て 圧 油 供 給 さ れ る 全 て の 油 圧 ア ク
チ ュ エ ー タ ３ へ の 圧 油 供 給 が な さ れ な く な る た め 、 オ ペ レ ー タ は 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の
故 障 予 測 を 容 易 か つ 確 実 に 行 え る と 共 に 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ の 作 動 不 良 や 油 圧 配 管 の
漏 れ 等 の 他 の 故 障 と 判 別 す る こ と が で き る 。
尚 、 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ が 動 作 し て 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ へ の 圧 油 供 給 が な さ れ な く
な っ て も 、 操 作 具 ６ の 操 作 に 基 づ い た コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ の 切 換 え 作 動 は 行 わ れ る た め
、 例 え ば 油 圧 シ ョ ベ ル に 設 け ら れ る ブ ー ム や ア ー ム 等 、 圧 油 供 給 さ れ な く て も 自 重 で 下 降
す る も の に つ い て は 、 操 作 具 ６ を 操 作 し て コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ を 切 換 え て 油 圧 ア ク チ ュ
エ ー タ ３ か ら の 油 の 排 出 を 行 う こ と で 、 ブ ー ム や ア ー ム を 下 降 さ せ る こ と は で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 本 発 明 は 上 記 第 一 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ な い こ と は 勿 論 で あ っ て 、 以 下 に 説 明 す る
第 二 ～ 第 四 の 実 施 の 形 態 の よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 尚 、 第 二 ～ 第 四 の 実 施 の 形 態 の
も の に お い て 、 第 一 の 実 施 の 形 態 と 同 一 の も の に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 す と 共 に 、 そ の
説 明 に つ い て は 省 略 す る 。 ま た 、 図 １ は 、 第 二 ～ 第 四 の 実 施 の 形 態 に お い て も 共 用 す る が
、 図 １ の ▲ １ ▼ 、 ▲ ２ ▼ 、 ▲ ３ ▼ 、 ▲ ４ ▼ 、 ▲ ５ ▼ は 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ の ▲ １ ▼ 、 ▲ ２
▼ 、 ▲ ３ ▼ 、 ▲ ４ ▼ 、 ▲ ５ ▼ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま ず 、 図 ３ に 示 す 第 二 の 実 施 の 形 態 の も の に お い て 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ は
、 ケ ー ス 内 圧 力 が 個 別 と な る よ う 仕 切 ら れ た 状 態 で ケ ー ス に 組 込 ま れ て い る 。 そ し て 、 第
一 油 圧 ポ ン プ １ ０ の ケ ー ス 内 圧 力 は 第 一 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ の パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ に 入
力 さ れ 、 ま た 第 二 油 圧 ポ ン プ １ １ の ケ ー ス 内 圧 力 は 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ３ の パ イ ロ ッ ト ポ
ー ト ２ ３ ａ に 入 力 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 而 し て 、 第 一 油 圧 ポ ン プ １ ０ の ケ ー ス 内
圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え た 場 合 に は 、 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ の 油 が 作 動 状 態 の 第 一 ア ン ロ ー ド
弁 ２ ２ を 介 し て 油 タ ン ク ２ に 流 れ る こ と に な っ て 第 一 油 圧 ポ ン プ １ ０ を 圧 油 供 給 源 と す る
油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 圧 油 供 給 さ れ ず 、 ま た 第 二 油 圧 ポ ン プ １ １ の ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容
圧 力 を 越 え た 場 合 に は 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｇ の 油 が 作 動 状 態 の 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ３ を 介
し て 油 タ ン ク ２ に 流 れ る こ と に な っ て 第 二 油 圧 ポ ン プ １ １ を 圧 油 供 給 源 と す る 油 圧 ア ク チ
ュ エ ー タ ３ に 圧 油 供 給 さ れ な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 こ の 第 二 の 実 施 の 形 態 の も の に お い て も 、 前 述 し た 第 一 の 実 施 の 形 態 の も の と 同
様 の 作 用 効 果 を 奏 し て お り 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ る 段 階 で 修 理 や 交 換
等 の メ ン テ ナ ン ス を 行 え る こ と に な る が 、 さ ら に こ の 第 二 の 実 施 の 形 態 の も の で は 、 第 一
、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ が 個 別 の ケ ー ス 内 圧 力 を 有 す る よ う 仕 切 ら れ た 状 態 で 組 込 ま
れ て い る と 共 に 、 第 一 、 第 二 ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ は 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １
１ の 各 々 の ケ ー ス 内 圧 力 に 基 づ い て 個 別 に 切 換 わ る 構 成 で あ る か ら 、 オ ペ レ ー タ は 、 第 一
油 圧 ポ ン プ １ ０ を 圧 油 供 給 源 と す る 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ が 作 動 し な い 場 合 に は 第 一 油 圧
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ポ ン プ １ ０ の 故 障 を 予 測 し 、 ま た 第 二 油 圧 ポ ン プ １ １ を 圧 油 供 給 源 と す る 油 圧 ア ク チ ュ エ
ー タ ３ が 作 動 し な い 場 合 に は 第 二 油 圧 ポ ン プ １ １ の 故 障 を 予 測 す る と い う よ う に 、 油 圧 ポ
ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 予 測 を 個 別 に 行 う こ と が で き る こ と に な る 。 こ の 結 果 、 修 理 や 交 換
が 必 要 な 油 圧 ポ ン プ １ ０ ま た は １ １ を 的 確 に 認 識 で き る こ と に な っ て 、 メ ン テ ナ ン ス 性 の
向 上 に 寄 与 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
と こ ろ で 、 前 記 第 一 、 第 二 の 実 施 の 形 態 の も の で は 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測
さ れ て ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ が 作 動 状 態 に な る と 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ へ の 圧 油 供 給
が な さ れ な い た め 、 前 述 し た よ う な 下 降 動 作 以 外 の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ の 作 動 は 行 え な
い こ と に な る 。 し か る に 、 直 ち に 作 業 を 停 止 す る こ と が で き な い 場 合 や 、 油 圧 ポ ン プ １ ０
、 １ １ の メ ン テ ナ ン ス を 行 う べ く 作 業 現 場 か ら メ ン テ ナ ン ス 場 に 向 か う よ う な 場 合 、 油 圧
ア ク チ ュ エ ー タ ３ を 全 く 作 動 さ せ る こ と が で き な い と 不 便 で あ る 。
こ れ に 対 処 す る た め 、 図 ４ の 油 圧 回 路 図 に 示 す 第 三 の 実 施 の 形 態 の も の で は 、 油 圧 ポ ン プ
１ ０ 、 １ １ の ケ ー ス 内 圧 力 を ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ の パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ
に 導 入 す る た め の 油 路 の 中 途 部 に 、 臨 時 切 換 弁 ２ ６ が 配 さ れ て い る 。 こ の 臨 時 切 換 弁 ２ ６
は 、 例 え ば 建 設 機 械 の 運 転 室 に 設 け ら れ た 操 作 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） の 操 作 に 基 づ い て 、
ケ ー ス 内 圧 力 を ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ の パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ に 導 入 す る 第
一 位 置 Ｘ と 、 パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ を 油 タ ン ク ２ に 連 通 さ せ る 第 二 位 置 Ｙ と に
切 換 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力 を 越 え た 場 合 に 、 臨 時 切
換 弁 ２ ６ が 第 一 位 置 Ｘ に 位 置 し て い る と き に は 、 該 臨 時 切 換 弁 ２ ６ を 経 由 し て パ イ ロ ッ ト
ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ に ケ ー ス 内 圧 力 が 導 入 さ れ 、 こ れ に よ り ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ は
第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ の 油 を 油 タ ン ク ２ に 逃 が す 作 動 状 態 に な る が 、 臨 時 切 換 弁
２ ６ を 第 二 位 置 Ｙ に 切 換 え る こ と に よ り 、 パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ へ の ケ ー ス 内
圧 力 の 導 入 が 断 た れ て ア ン ロ ー ド 弁 ２ ２ 、 ２ ３ は 非 作 動 状 態 と な り 、 こ れ に よ り 油 圧 ア ク
チ ュ エ ー タ ３ へ の 圧 油 供 給 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 様 に 構 成 さ れ た 第 三 の 実 施 の 形 態 の も の に お い て 、 通 常 時 に は 、 臨 時 切 換 弁 ２ ６ を 第
一 位 置 Ｘ に 位 置 せ し め て お く 。 こ の 状 態 で は 、 前 述 し た 第 一 の 実 施 の 形 態 の も の と 同 様 の
作 用 効 果 を 奏 し て い て 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ る 段 階 で の 修 理 や 交 換 等
の メ ン テ ナ ン ス を 行 え る こ と に な る が 、 こ の 第 三 の 実 施 の 形 態 の も の で は 、 油 圧 ポ ン プ １
０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ た 後 、 直 ち に 作 業 を 停 止 す る こ と が で き な い 場 合 や 、 油 圧 ポ ン
プ １ ０ 、 １ １ の メ ン テ ナ ン ス を 行 う べ く 作 業 現 場 か ら メ ン テ ナ ン ス 場 に 向 か う よ う な 場 合
に 、 操 作 ス イ ッ チ を 操 作 し て 臨 時 切 換 弁 ２ ６ を 第 二 位 置 Ｙ に 切 換 え る こ と に よ り 、 油 圧 ア
ク チ ュ エ ー タ ３ を 臨 時 的 に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
尚 、 臨 時 切 換 弁 ２ ６ を 第 二 位 置 Ｙ に 切 換 え た ま ま に し て お く と 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ を
作 動 さ せ る こ と が で き る た め 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の メ ン テ ナ ン ス を 行 わ な い で 放 置 し て
し ま う 惧 れ が あ る 。 そ こ で 、 臨 時 切 換 弁 ２ ６ は 、 第 二 位 置 Ｙ に 切 換 わ っ て か ら 所 定 時 間 が
経 過 す る と 自 動 的 に 第 一 位 置 Ｘ に 復 帰 す る よ う に 構 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 い で 、 第 四 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ５ の 油 圧 回 路 図 に 基 づ い て 説 明 す る と 、 こ の 第 四 の
実 施 の 形 態 の も の で は 、 前 述 し た 第 一 ～ 第 三 の 実 施 の 形 態 の よ う な ア ン ロ ー ド 弁 は 設 け ら
れ て お ら ず 、 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ の 中 途 部 に 並 列 状 に 接 続 さ れ る 第 一 、 第 二 予
測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ 、 Ｋ 、 第 一 、 第 二 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 Ｇ と 第 一 、 第 二 予 測 時 圧 油 供 給 油
路 Ｊ 、 Ｋ と の 分 岐 部 、 合 流 部 に そ れ ぞ れ 配 さ れ る 第 一 、 第 二 油 路 切 換 弁 ２ ７ 、 ２ ８ 、 第 一
、 第 二 シ ャ ト ル 弁 ２ ９ 、 ３ ０ 、 第 一 、 第 二 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ 、 Ｋ に 配 さ れ る 第 一 、 第
二 フ ィ ル タ ー ３ １ 、 ３ ２ お よ び 第 一 、 第 二 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ 、 Ｋ に 接 続 さ れ る 第 一 、
第 二 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３ 、 ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 第 一 、 第 二 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ 、 Ｋ 、 第 一 、 第 二 油 路 切 換 弁 ２ ７ 、 ２ ８ 、 第 一 、 第
二 シ ャ ト ル 弁 ２ ９ 、 ３ ０ 、 第 一 、 第 二 フ ィ ル タ ー ３ １ 、 ３ ２ 、 第 一 、 第 二 予 測 時 リ リ ー フ
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弁 ３ ３ 、 ３ ４ は そ れ ぞ れ 同 様 の も の で あ る た め 、 第 一 の も の を 例 に と っ て 説 明 す る と 、 第
一 油 路 切 換 弁 ２ ７ は 、 第 一 油 圧 ポ ン プ １ ０ に 接 続 さ れ る 第 一 ポ ー ト ２ ７ ａ 、 油 タ ン ク ２ に
接 続 さ れ る 第 二 ポ ー ト ２ ７ ｂ 、 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ に 接 続 さ れ る 第 三 ポ ー ト ２ ７ ｃ 、 第 一
予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ に 接 続 さ れ る 第 四 ポ ー ト ２ ７ ｄ 、 お よ び 故 障 検 出 ポ ー ト ２ ７ ｅ を 備
え て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 故 障 検 出 ポ ー ト ２ ７ ｅ は 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の
ケ ー ス 内 の 油 を 油 タ ン ク ２ に 流 す ド レ ン 油 路 Ｈ に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 故 障 検 出 ポ
ー ト ２ ７ ｅ に は 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 前 記 第 一 油 路 切 換 弁 ２ ７ は 、 故 障 検 出 ポ ー ト ２ ７ ｅ に 入 力 さ れ る ケ ー ス 内 圧 力 が
、 第 一 の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 設 定 さ れ る 許 容 圧 力 以 下 の 場 合 に は 、 第 一 油 圧 ポ ン プ １ ０ の
圧 油 を 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ に 流 す 第 一 位 置 Ｘ に 位 置 し て い る が 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 許 容 圧 力
を 越 え る と 、 第 一 油 圧 ポ ン プ １ ０ の 圧 油 を 第 一 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ に 流 す 第 二 位 置 Ｙ に
切 換 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 一 フ ィ ル タ ー ３ １ は 、 第 一 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ に 配 さ れ て い て 、 第 一 予 測 時 圧 油 供 給
油 路 Ｊ を 流 れ る 油 を 濾 過 す る 。 ま た 、 第 一 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３ は 、 第 一 予 測 時 圧 油 供 給
油 路 Ｊ の 圧 力 を 設 定 圧 以 下 に 保 持 す る た め の も の で あ っ て 、 該 第 一 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３
の リ リ ー フ 圧 （ リ リ ー フ 弁 の 設 定 圧 ） は 、 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ に 配 さ れ る メ イ ン リ リ ー フ
弁 ２ ４ の リ リ ー フ 圧 よ り も 低 圧 に 設 定 さ れ る 。 さ ら に 第 一 シ ャ ト ル 弁 ２ ９ は 、 第 一 油 路 切
換 弁 ２ ７ を 経 由 し た 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ の 圧 油 と 第 一 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ の 圧 油 の う ち
高 圧 側 を 選 択 し て コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ に 流 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 前 記 第 一 油 路 切 換 弁 ２ ７ が 第 一 位 置 Ｘ に 位 置 し て い る 状 態 で は 、 第 一 油 圧 ポ ン プ
１ ０ か ら の 供 給 圧 油 は 、 第 一 位 置 Ｘ の 第 一 油 路 切 換 弁 ２ ７ 、 第 一 油 路 切 換 弁 ２ ７ か ら 第 一
シ ャ ト ル 弁 ２ ９ ま で の 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ 、 第 一 シ ャ ト ル 弁 ２ ９ 、 該 第 一 シ ャ ト ル 弁 ２ ９
の 下 流 側 の 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ を 経 由 し て コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ に 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合
、 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ の 回 路 圧 力 は 、 第 一 メ イ ン リ リ ー フ 弁 ２ ４ の リ リ ー フ 圧 以 下 と な る
よ う に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 方 、 第 一 油 路 切 換 弁 ２ ７ が 第 二 位 置 Ｙ に 位 置 し て い る 状 態 で は 、 第 一 油 圧 ポ ン プ １ ０ の
供 給 圧 油 は 、 第 二 位 置 Ｙ の 第 一 油 路 切 換 弁 ２ ７ 、 第 一 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ 、 第 一 シ ャ ト
ル 弁 ２ ９ 、 該 第 一 シ ャ ト ル 弁 ２ ９ の 下 流 側 の 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ を 経 由 し て コ ン ト ロ ー ル
バ ル ブ ４ に 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合 、 第 一 予 測 時 圧 油 供 給 油 路 Ｊ お よ び 第 一 圧 油 供 給 油 路 Ｆ
の 回 路 圧 力 は 、 第 一 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３ の リ リ ー フ 圧 以 下 と な る よ う に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ こ で 、 前 記 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３ 、 ３ ４ の リ リ ー フ 圧 は 、 前 述 し た よ う に 第 一 、 第 二 メ
イ ン リ リ ー フ 弁 ２ ４ 、 ２ ５ の リ リ ー フ 圧 よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー
ル バ ル ブ ４ へ の 圧 油 供 給 油 路 の 圧 力 が 上 記 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３ 、 ３ ４ の リ リ ー フ 圧 以 下
に 保 持 さ れ て い る 状 態 で は 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ を 作 動 さ せ る こ と は で き る も の の 、 油
圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ へ の 供 給 圧 力 が 不 足 し て い る こ と を 、 オ ペ レ ー タ が 確 実 に 認 識 で き る
よ う に な っ て い る 。 こ の 場 合 、 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３ 、 ３ ４ を 、 オ ペ レ ー タ が リ リ ー フ 圧
を 任 意 に 設 定 で き る 可 変 式 の も の で 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
叙 述 の 如 く 構 成 さ れ た 第 四 の 実 施 の 形 態 の も の に お い て 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １
１ の 故 障 の 可 能 性 が 高 く な っ て ケ ー ス 内 圧 力 が 上 昇 す る と 、 該 ケ ー ス 内 圧 力 の 上 昇 に 基 づ
い て 第 一 、 第 二 油 路 切 換 弁 ２ ７ 、 ２ ８ が 第 二 位 置 Ｙ に 切 換 わ り 、 こ れ に よ り コ ン ト ロ ー ル
バ ル ブ ４ へ の 圧 油 供 給 油 路 の 圧 力 が 、 第 一 、 第 二 予 測 時 リ リ ー フ 弁 ３ ３ 、 ３ ４ に よ り 設 定
さ れ る 低 圧 に な る 。 而 し て オ ペ レ ー タ は 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ へ の 供 給 圧 力 の 不 足 を 認
識 す る こ と で 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 を 予 測 で き る こ と に な る 。
こ の 結 果 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ る 段 階 で 修 理 や 交 換 等 の メ ン テ ナ ン ス
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を 行 え る こ と に な っ て 、 前 記 第 一 の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と に な る が 、 さ ら
に こ の 第 四 の 実 施 の 形 態 の も の で は 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ た 後 も 、 油
圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に は 低 圧 の 圧 油 が 供 給 さ れ る か ら 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ が 全 く 作 動
し な く な っ て し ま う よ う な こ と が な く 、 直 ち に 作 業 を 停 止 す る こ と が で き な い 場 合 や 、 油
圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の メ ン テ ナ ン ス を 行 う べ く 作 業 現 場 か ら メ ン テ ナ ン ス 場 に 向 か う よ う
な 場 合 に 都 合 が よ い 。
し か も 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ た 後 に 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 供 給 さ れ
る 圧 油 は 低 圧 で あ る か ら 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ か ら 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 至 る 配 管 や
コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ４ 、 あ る い は 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ 等 に か か る 負 荷 は 小 さ く 、 こ れ ら
の 油 圧 機 器 を 有 効 に 保 護 で き る 。
そ の う え 、 前 記 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ た 後 に 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 供
給 さ れ る 低 圧 の 圧 油 は 、 予 測 時 油 圧 供 給 油 路 Ｊ 、 Ｋ に 配 さ れ た フ ィ ル タ ー ３ １ 、 ３ ２ を 通
過 す る 構 成 で あ る か ら 、 該 フ ィ ル タ ー ３ １ 、 ３ ２ に よ っ て 摩 耗 粉 等 の コ ン タ ミ が 除 去 さ れ
る こ と に な っ て 、 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ の 故 障 が 予 測 さ れ た 後 の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ へ
の 圧 油 供 給 で あ っ て も 、 配 管 や バ ル ブ 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ３ に 対 す る 悪 影 響 を 回 避 で き
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
尚 、 こ の 第 四 の 実 施 の 形 態 の も の に お い て も 、 第 二 の 実 施 の 形 態 の よ う に 、 第 一 、 第 二 油
圧 ポ ン プ １ ０ 、 １ １ を 、 ケ ー ス 内 圧 力 が 個 別 と な る よ う 仕 切 ら れ た 状 態 で ケ ー ス に 組 込 む
と 共 に 、 各 ケ ー ス 内 圧 力 が 、 第 一 、 第 二 油 路 切 換 弁 ２ ７ 、 ２ ８ の 故 障 検 出 ポ ー ト ２ ７ ｅ 、
２ ８ ｅ に そ れ ぞ れ 導 入 さ れ る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 第 一 、 第 二 油 圧 ポ ン プ １ ０ 、 １
１ の 故 障 予 測 を 個 別 に 行 う よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 前 記 第 一 ～ 第 四 の 実 施 の 形 態 の も の で は 、 油 圧 ポ ン プ 装 置 に 第 一 、 第 二 の 二 つ の
油 圧 ポ ン プ が 組 込 ま れ た も の を 示 し た が 、 油 圧 ポ ン プ 装 置 に 組 込 ま れ る パ イ ロ ッ ト ポ ン プ
以 外 の 油 圧 ポ ン プ の 数 が 一 つ 、 あ る い は 三 つ 以 上 で あ っ て も 、 同 様 に し て 本 発 明 を 実 施 す
る こ と が で き る 。
ま た さ ら に 、 油 圧 ポ ン プ の 故 障 予 測 を ラ ン プ や ブ ザ ー 等 で 報 知 す る 報 知 機 能 を 備 え る こ と
も で き る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 運 転 室 内 に ラ ン プ や ブ ザ ー 等 の 報 知 手 段 を 設 け る 一 方 、 切
換 弁 の 切 換 え を 検 知 す る 検 知 手 段 を 設 け 、 該 検 知 手 段 か ら の 検 知 信 号 に 基 づ い て 上 記 報 知
手 段 を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 油 圧 ポ ン プ の 故 障 予 測 を 、
報 知 手 段 に よ っ て よ り 確 実 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 一 の 実 施 の 形 態 を 示 す 油 圧 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 二 の 実 施 の 形 態 を 示 す 油 圧 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 三 の 実 施 の 形 態 を 示 す 油 圧 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 四 の 実 施 の 形 態 を 示 す 油 圧 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 　 油 タ ン ク
３ 　 　 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ
４ 　 　 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ
１ ０ 　 　 第 一 油 圧 ポ ン プ
１ １ 　 　 第 二 油 圧 ポ ン プ
２ ２ 　 　 第 一 ア ン ロ ー ド 弁
２ ３ 　 　 第 二 ア ン ロ ー ド 弁
２ ６ 　 　 臨 時 切 換 弁
３ １ 　 　 第 一 フ ィ ル タ ー
３ ２ 　 　 第 二 フ ィ ル タ ー
３ ３ 　 　 第 一 予 測 時 リ リ ー フ 弁
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３ ４ 　 　 第 二 予 測 時 リ リ ー フ 弁
Ｆ 　 　 第 一 圧 油 供 給 油 路
Ｇ 　 　 第 二 圧 油 供 給 油 路
Ｊ 　 　 第 一 予 測 時 圧 油 供 給 油 路
Ｋ 　 　 第 二 予 測 時 圧 油 供 給 油 路
Ｈ 　 　 ド レ ン 油 路

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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